
令和 2 年度日山協山岳共済会事業報告 
1．総 括 
 令和 2 年度の山岳共済会加入者は、46,446 人（前年対比 6,570 人減、87.6％）と、新型

コロナウイルス感染症の感染拡大により大幅に減少した。 
 Web 加入者は、781 人（前年対比 656 人減）で、半減してしまった。 
 トレラン保険の加入者は、509 人（前年比 52 人減）。多くのトレラン大会が中止になる中で 
の加入者である。 
クライミング保険の加入者は、214 人（前年比 42 人増）と微増した。 

 総保険料収入に対する総保険金支払い割合の損害率は、37.48％と前年比で 1.34 ポイン 
ト上がった。（2019 年度実績の修正保険金合計は 323,213,934 円（※1）で、修正保険料合 
計は 862,319,079 円（※2）、損害率 37.48％） 
 令和 3 年度は、団体割引率 30％、大口契約割引率 10％、優良割引率 15％で、1×（1－ 
30％）×（1‐10％）×（1‐15％）＝53.55％（▲46.45％引）となる。（※平成 28 年度 
割引率合計は 52％、29 年度は 50％、30 年度 46％、31 年度 46％、令和 2 年度 46％） 
 ※1：2017 年 7 月 1 日～2020 年 7 月 1 日までの保険金合計額。 
 ※2：2018 年 4 月 1 日～2020 年 7 月 1 日までの保険料合計額。 

 
2．共済会加入者数（令和 3 年 3 月 31 日現在） 

４６，４４６人（前年比 6,570 人減） 
 （内 訳） 
   個人加入    ３２，０３６人（前年比 3,126 人減） 
           登山：10,073 人（前年比 1,263 人減） 

ﾊｲｷﾝｸﾞ：21,289 人（前年比 2,537 人減） 
   団体加入    １４，３９５人（前年比 3,385 人減） 
           登山：8,163 人（前年比 1,534 人減） 

ﾊｲｷﾝｸﾞ：6,183 人（前年比 1,900 人減） 
  ※共済会のみ加入者  15 人（前年比 59 人減） 
  共済会費収入：44,617,000 円（前年比 5,664,000 円減） 
  郵便振替手数料：5,399,730 円（29,769 件、前年比 2,604 件減）） 
  口座振替手数料：343,560 円（5,968 件、前年比 435 件増） 
  クレジット決済手数料：167,750 円（765 件、前年比 693 件減） 
  損害率：37.48％（前年実績 36.14％） 
  優良割引率：15％（令和 3 年度適用） 
 
3．共済会事業 
 ア 共済事業に対する交付 
   交付申請：13 件（前年比 15 件減） 
 イ 疾病死亡弔慰見舞金の交付 
   交付申請：4 件（前年比 2 件増） 
 ウ 位置探知器「ヒトココ」のレンタルサービス 
   貸出：6 件（前年同件数） 
 エ 会員制の捜索ヘリサービス「ココヘリ」の加入推奨 
 オ アヴァランチ・トランシーバーの貸出し（下記の 4 件） 



    
秋田県高体連登山専門部顧問冬山講習会（森吉山・コムコム・あゆっこ、2／6～13）、 
秋田健立角館高校山岳部春山合宿（湯森山、3／20～21）、岩手県北上地区山岳遭難 
防止対策委員会冬山遭難救助訓練（ふれあい体験館北上、3／20）、富山県山岳連盟 
積雪期レスキュー講習会（シャルマン火打スキー場～放山周辺、3／27～28） 

  
4．営業推進事業 
 ア 加入促進対策について 
  ①各岳連（協会）への登山振興費還付（保険事務手数料還付金）について 
   令和 2 年度の還付金総額は、7,116,668 円。（ベストスリーは、東京約 77 万円、神

奈川約 55 万円、埼玉約 53 万円。） 
   各岳連（協会）には、是非、共済会担当者を決めて頂き、岳連（協会）の講習会等

で、参加者に共済会への加入を推し進めて頂きたい。加入者が多くなれば還付金も

増え、財源が豊かになる。 
  ②令和 2 年度の JMSCA への支払は、共済会業務委託料 3,400 万円、代理店からの広

告料 240 万円を合わせると 3,640 万円。これが外向けに広告が打てない足枷になっ

ている。 
  ③前年度未加入者への案内再送付は、5,002 通発送して 589 名が再加入（再加入率

11.8％）。これもコロナ禍により前年比 3％減少した。 
  ④スポーツクライミング保険、トレラン保険のチラシを作成して配布。 
  ⑤ＨＰのリンク 
  （一財）日本トレイルランニング協会、(NPO)北丹沢山岳センターへのリンク。 
  ⑥『岳人』バーター広告掲出 
   引き続きバーター広告を掲出。（『岳人』2020 年 4 月号から 2021 年 3 月号） 
  ⑦高体連登山専門部『登山部報』、HAT-J 機関誌等への広告出稿。 

毎日新聞旅行のカタログ『世界の山旅・日本の山旅』への広告出稿と山岳共済会栞の混

載発送（7 月 15,000 部、11 月 5,000 部、3 月 16,000 部） 
  ⑧山岳保険の告知として「ヤマテン」、「ヤマレコ」等へバナー掲出（継続） 
  ⑨タウンニュースへの広告出稿（茅ヶ崎市エリア） 
 イ その他 
  ①共済委員会の開催 
   6／17（水）、9／4（金）、10／14（水）、11／16（月）、12／14（月）、1／21（木）、

2／18（木）、3／16（火） 
  ②山岳共済会の令和 3 年度用栞の見直し・デザインの検討・制作・発送 
  ③令和 3 年度「山岳保険」案内の内容検討・制作 
  ④減遭難キャンペーン、音声入り動画アニメ「そうよ そうなの 遭難よ！」の拡散。 
  コロナ禍で思うような拡散活動が出来なかったため、音楽著作権を 1 年半延長した。 


